



Experimental Investigation of Carbon Dioxide
Process (2)









Experimental Investigation of Carbon Dioxide Proecss (I) 
Masachika Naito and Kazuyuki Kikuchi 
Abstract 
In the previous paper， some experimental r己sultswere reported on the general 
properties of C訂 bonDioxide Pro巴岳部 ofMoulds. In this paper， investigations were 
carried out on the relation between the amount of巴ontainedwater and the巴ompres-
sive strength of moulds， and further the effective quantity of carbon dioxide 
contained within moulds was measured by the ch巴micalreaction. 
I.緒 .= E 
前報1)においては1'1反の数種の人工珪砂とサシドセットを用いて， 炭酸ガス法による鋳型
硬化に関する基礎的実験結果を報告した。元来34物砂の鋳型に対し要求せられる条件は，強度，
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レット 2%とし，炭酸ガス吹込み時聞は 10秒， 30
秒、の 2積類とした。


















後 20gづっとって 4組のサンプノレを作った。これに6規定の HCl15ccを反応させ発生する炭
酸ガスの量を容積法で測定した。装置は化学反応式既知の NaHC03 とHClにより検定したが
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図には比較のためにj百度 45~55% の室内にそれぞれ 2， 6， 12時間放置した場合を点線で示し
てある。







一方比較のためやはり炭酸ガスを通さない試験片を 70~800C で 30 分間炉中乾燥を行なっ
た。(この場合は空気中に若干存在する炭酸ガスとの接触はさけられない)この結果は炭酸ガス
5) 前掲脚註 2). 
6) 前掲脚記 4). 
(4) 
炭酸ガス法t乙関する実験的研究 (第2報) 5 
による硬化皮膜の影響は少ないので水分は抜け易く，脱水不は前者で1.l0~1.25% ，後者で1.0














































(e) 20 g I 130g(誠験片)
2.45 7.0 
12.25 11.0 
IV. 結 = E 
45.5 
71.5 
以上の結果を要約すると次のごとくである。
有効率
(%) 
1.85 
0.59 
1) 炭酸ガス法による鋳型の強度は含有水分と大なる関係を持ち，水分が少なくなる程強
度は増大する。
2) 単に強度を得る日的ならば，乾燥させるだけで充分で必ずしも炭酸ガスは必要としな
し、。
3) 炭酸ガスが鋳型中で有効に反応する量は極めて少なく，使用量の 0.5-2%程度である。
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